























出版を待たなければならないのが現状であるが、さしあたって私たちは l’animal que 
donc je suis（1999）でその議論の大筋は知ることができる。デリダは動物に人間と全
（ 1 ） エマニュエル・レヴィナス『倫理と無限』西山雄二訳、ちくま学芸文庫、2010年。
家畜の顔・ヒトではないものの顔
－ユダヤ＝キリスト教における動物の「顔」についての一試論－






































（ 2 ） Jacques Derrida, L’animal que donc je suis, Galilée, 2006.
（ 3 ） ロベール・ドロール『動物の歴史』桃木暁子訳、みすず書房、1998年、373頁。
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（ 5 ） 「神は言われた。『見よ、全地に生える、種を持つ草と種を持つ実をつける木を、すべてあなたたちに
与えよう。それがあなたたちの食べ物となる。1:30 地の獣、空の鳥、地を這うものなど、すべて命
あるものにはあらゆる青草を食べさせよう。』そのようになった。」
（ 6 ） 谷泰著『神・人・家畜：牧畜文化と聖書世界』平凡社、1997年。
図版４　ラファエロ・サンティ「イサクの犠





































（ 7 ）宮下規久朗著『カラヴァッジョ：聖性とヴィジョン』名古屋大学出版会、2004年。C.Rudolf and S.












































































































































































































































































葉）」、1997 〜 99 年、部分
図版 17　メナシュ・カディシュマン「シャル
シェット（落ち葉）」、1997 〜 99 年、ジュ
リー・M・キャラリー蔵
